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早
期
再
開
が
待
た
れ
る

大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研
修
会

垂
虜
恒
夫

2
0
0
0
年
3
月
5
日
、
文
部
省
（
当
時
）
登
山
研
修
所
の
大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ

ー
冬
山
研
修
会
で
、
大
規
模
な
雪
庇
崩
落
事
故
が
起
こ
り
、
2
名
の
学
生
が
亡

く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研
修
会
は
現
在
も
再
開
の
目
途
が
た

っ
て
い
な
い
。
運
営
委
員
で
も
あ
る
垂
虞
氏
に
、
現
状
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

6
月
1
6
日
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
登

山
研
修
所
の
大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬

山
研
修
会
に
係
わ
る
安
全
検
討
報
告
会

報
告
書
の
中
間
ま
と
め
に
関
す
る
意
見

募
集
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
」
と
い
う
6
月
1
0
日
付
文
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
趣
旨
は
　
『
平
成
1
8

年
　
（
ネ
）
　
第
1
3
6
号
　
損
害
賠
償
請

求
控
訴
事
件
和
解
条
項
　
（
抜
粋
＝
「
5

（
2
）
文
部
科
学
省
は
、
安
全
検
討
会
（
仮

称
）
　
を
、
原
則
と
し
て
公
開
し
、
安
全

検
討
会
（
仮
称
）
　
に
お
け
る
検
討
内
容

を
被
控
訴
人
ら
の
求
め
に
応
じ
て
被
控

訴
人
ら
に
報
告
し
、
安
全
検
討
会
（
仮

称
）
　
に
お
け
る
検
討
結
果
の
取
り
ま
と

め
に
当
た
っ
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
、
被
控
訴
人
ら
を
含
め
た
一

般
国
民
か
ら
広
く
意
見
を
求
め
、
提
出

さ
れ
た
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
公
開
と
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
被
控
訴
人
ら
が
傍
聴
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
」
）
に
則
り
、
登
山
研
修

所
の
大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研
修

会
に
係
わ
る
安
全
検
討
会
中
間
ま
と
め

（
h
昔
‥
＼
＼
葛
篭
W
．
m
e
浄
g
O
．
j
p
＼
b
■
m
e
n
u

＼
p
u
b
－
i
c
＼
m
a
i
n
■
b
岩
．
h
す
参
照
）
に
つ

き
、
意
見
募
集
に
付
す
る
も
の
で
す
』

と
い
う
も
の
で
、
登
山
研
修
所
長
よ
り

関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
す
。

登
山
研
修
所
の
存
在
意
義

文
部
科
学
省
登
山
研
修
所
は
昭
和
4

2

年
に
開
所
さ
れ
、
そ
の
後
夏
山
前
進
基

地
（
細
沢
）
、
冬
山
前
進
基
地
（
千
石
）
、

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
、
山
岳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
用
人
工

壁
、
低
酸
素
室
な
ど
の
設
備
を
持
っ
た

施
設
で
す
。
登
山
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
登
山
指
導
者
養
成
の
た
め
の
研

修
訓
練
を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
登
山
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
な
う
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
、
国
直
轄
の
登
山
指

導
者
研
修
施
設
で
す
。
運
営
に
つ
い
て

は
、
日
本
山
岳
協
会
や
日
本
山
岳
会
も

協
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
山
岳
会
の
会

員
の
な
か
に
も
講
師
な
ど
を
さ
れ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
と
登
山
研
修
所
の
関
わ
り
は
昭
和

49
年
に
始
ま
り
、
5

8
年
ま
で
大
学
山
岳

部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
講
師
、
5

9
年
～

平
成
4
年
主
任
講
師
、
6
0
年
～
平
成
8

年
専
門
調
査
委
員
、
平
成
9
年
か
ら
今

日
ま
で
運
営
委
員
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

当
時
か
ら
の
研
究
課
題
は
「
山
岳
部
員

の
減
少
へ
の
対
応
」
で
し
た
が
、
同
時

に
研
修
会
参
加
者
の
体
力
や
技
術
的
な

レ
ベ
ル
が
年
々
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
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ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
昭
和
3
0
年

代
に
は
じ
ま
っ
た
高
度
経
済
成
長
に
よ

り
女
性
の
社
会
進
出
が
促
さ
れ
、
そ
の

結
果
と
し
て
「
鍵
っ
子
」
と
呼
ば
れ
る

イ
ン
ド
ア
世
代
の
出
現
と
「
塾
に
子
ど

も
を
預
け
る
」
と
い
う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

同
時
に
大
学
卒
業
後
は
「
会
社
人
間
」

「
企
業
戦
士
」
「
猛
烈
社
員
」
と
形
容
さ

れ
た
勤
勉
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
、

結
婚
、
出
産
と
い
う
人
生
の
節
目
で
山

登
り
を
や
め
た
元
山
岳
部
員
も
多
く
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
部
員
や
指

導
的
立
場
に
あ
る
O
B
の
減
少
が
、
大

学
山
岳
部
に
お
け
る
登
山
技
術
や
経
験

を
伝
承
す
る
シ
ス
テ
ム
を
弱
体
化
さ
せ
、

志
向
の
多
様
化
に
よ
り
技
術
・
体
力
を

養
成
す
る
山
行
日
数
の
減
少
が
追
い
討

ち
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

痛
恨
の
雪
崩
事
故

そ
ん
な
な
か
で
、
平
成
1

2
年
3
月
5

日
、
大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研
修

会
に
お
い
て
、
研
修
生
ら
が
大
日
岳
頂

上
付
近
で
休
憩
中
、
4

0
㍍
ほ
ど
の
雪
庇

の
先
端
か
ら
1
5
㍍
程
度
の
地
点
で
長
さ

約
2
4
0
㍍
が
崩
落
し
ま
し
た
。
こ
の

事
故
で
、
講
師
2
名
、
研
修
生
9
名
の

2005年4月の大目岳の巨大雪庇。『北アルプス大日岳の事故と単作』から

計
目
名
が
転
落
し
、
う
ち
2
名
の
研
修

参
加
者
が
、
雪
庇
の
崩
落
に
よ
っ
て
発

生
し
た
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
て
行
方
不

明
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
の
献
身
的
な
捜
索

活
動
に
よ
っ
て
、
同
年
5
月
1
5
日
、
内

藤
三
恭
司
さ
ん
　
（
当
時
2
2
歳
、
東
京
都

立
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
）
、
7

月
1
1
日
、
溝
上
回
秀
さ
ん
　
（
当
時
2
0
歳
、

神
戸
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
）

の
遺
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会

の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
滑
落
・
骨
折
・

雪
崩
に
埋
没
す
る
な
ど
の
事
故
は
あ
り

ま
し
た
が
、
研
修
参
加
者
が
死
亡
に
到

っ
た
事
故
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
若
く
し
て
大
日
岳
に
逝
っ

た
お
2
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
故
発
生
後
の
同
年
4
月
よ
り
秋
田

谷
英
次
北
星
学
園
大
学
教
授
（
元
北
海

道
大
学
低
温
科
学
研
究
所
長
）
を
座
長

と
す
る
「
北
ア
ル
プ
ス
大
日
岳
遭
難
事

故
調
査
委
員
会
」
を
設
置
、
登
山
研
修

所
、
講
師
お
よ
び
研
修
生
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
は
じ
め
、
事
故
現
場
の
写

兵
解
析
、
こ
の
時
期
の
気
象
・
積
雪
分

析
、
国
内
外
の
文
献
調
査
、
雪
崩
崩
落

の
力
学
的
解
析
な
ど
、
雪
庇
の
形
成
お

よ
び
崩
落
、
研
修
会
に
お
け
る
安
全
上

の
対
策
に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
行
な

い
、
平
成
1
3
年
2
月
「
北
ア
ル
プ
ス
大

日
岳
遭
難
事
故
調
査
報
告
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
「
大
日
岳
山
頂
付
近
に

お
い
て
、
前
期
の
少
雪
・
弱
風
期
間
に

し
も
ざ
ら
め
の
弱
層
が
形
成
さ
れ
、
後

期
の
豪
雪
・
強
風
期
間
に
巨
大
な
雪
庇

が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
二
つ
の
事
象
が

重
な
っ
た
た
め
に
発
生
し
た
特
異
な
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
雪
庇
の
形

成
及
び
崩
落
を
予
見
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
山
稜
の
想
定
を
誤
っ
て
雪
庇
の
上

に
休
憩
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
が
今
回
の
事
故
の
原
因
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
仮
に
、
経
験
豊

か
な
他
の
登
山
家
が
、
当
時
、
一
般
に

入
手
で
き
る
情
報
を
も
っ
て
し
て
も
、

予
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
特
異

な
雪
庇
崩
落
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
識

や
経
験
が
通
用
し
な
か
っ
た
と
言
え

る
」
と
し
て
、
講
師
と
研
修
生
が
休
憩

場
所
を
誤
っ
た
と
認
め
な
が
ら
も
、
今

回
の
雪
庇
の
崩
落
は
予
見
不
可
能
で
あ

っ
た
と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
遺
族
は
平
成
1
4
年
3

月
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償

を
求
め
る
訴
訟
を
富
山
地
方
裁
判
所
に

提
訴
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
1
1
月
、

富
山
県
警
が
当
時
の
研
修
会
の
講
師
で

あ
っ
た
山
本
一
夫
氏
（
実
技
主
任
講
師
）

と
高
村
真
司
氏
（
遭
難
者
担
当
班
講
師
）

の
2
人
を
業
務
上
過
失
致
死
罪
容
疑
で

富
山
地
検
に
書
類
送
検
し
ま
し
た
。
日

本
山
岳
会
京
都
支
部
で
は
2
人
を
支
援

す
る
た
め
に
　
「
山
本
一
夫
・
高
村
英
司

両
君
支
援
委
員
会
」
を
結
成
し
、
募
金

運
動
や
不
起
訴
嘆
願
署
名
運
動
を
開
始
、

後
に
当
時
の
斎
藤
惇
生
会
長
を
代
表
幹

事
と
し
て
　
「
山
本
一
夫
・
高
村
真
司
両

君
を
支
援
す
る
会
」
を
組
織
し
て
署
名
、

募
金
活
動
を
全
国
的
な
規
模
で
展
開
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
刑

事
事
件
は
山
本
二
尚
村
両
氏
の
嫌
疑
不

十
分
、
不
起
訴
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
に
行
な
わ
れ
た
運
営
委
員
会

で
私
は
遺
族
と
の
和
解
と
講
師
の
地
位

離2
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保
全
を
求
め
ま
し
た
。
国
の
主
催
す
る

研
修
会
で
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
、

講
師
に
「
引
率
責
任
」
が
生
じ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
講
師
の
な
り
手
が
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
研
修
活
動
が
萎
縮
し
て

本
来
目
的
と
す
る
実
践
の
積
み
重
ね
と

高
度
な
技
術
と
知
識
の
習
得
が
果
た
せ

な
く
な
る
か
ら
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

平
成
1

8
年
4
月
2
6
日
、
富
山
地
方
裁

判
所
は
原
告
の
主
張
を
ほ
ぼ
認
め
、
国

に
1
億
6
7
0
0
万
円
の
支
払
い
を
命

じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
は
名
古
屋
高

等
裁
判
所
金
沢
支
部
に
先
の
判
決
を
不

服
と
し
て
控
訴
し
ま
し
た
が
、
平
成
1

9

年
7
月
2
6
日
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部

に
お
い
て
、
第
3
回
目
の
和
解
協
議
が

行
な
わ
れ
、
結
局
、
和
解
が
成
立
し
ま

し
た
。

今
回
の
大
日
岳
遭
難
事
故
裁
判
は
、

国
の
賠
償
責
任
を
問
う
た
め
に
現
場
の

リ
ー
ダ
ー
の
過
失
、
判
断
ミ
ス
に
よ
っ

て
2
人
の
受
講
生
が
遭
難
・
死
亡
し
た

と
い
う
法
的
手
続
き
を
踏
ん
だ
特
異
な

も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
山
本
・
高

村
両
氏
が
受
け
た
精
神
的
苦
痛
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

急
が
れ
る
リ
ー
ダ
ー
養
成

そ
の
後
、
文
部
科
学
省
は
識
者
を
召

集
し
て
　
「
登
山
研
修
所
の
大
学
山
岳
部

リ
ー
ダ
ー
冬
山
研
修
会
に
係
わ
る
安
全

検
討
委
員
会
」
を
設
置
、
6
回
の
安
全

検
討
委
員
会
を
開
催
し
て
今
回
の
　
「
登

山
研
修
所
の
大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬

山
研
修
会
に
係
わ
る
安
全
検
討
会
報
告

書
中
間
ま
と
め
」
を
提
出
し
た
も
の
で

す
。冬

の
日
本
海
側
は
シ
ベ
リ
ア
上
空
に

雪崩の危険判別法を講習する研修生

優
勢
な
高
気
圧
が
発
達
し
、

西
高
東
低
の
冬
型
気
圧
配

置
に
な
る
と
、
大
陸
か
ら

寒
冷
な
風
が
吹
き
込
ん
で

日
本
列
島
を
冷
や
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
吹
き
出
し

た
風
が
途
中
日
本
海
を
吹

き
渡
る
う
ち
に
、
水
蒸
気

を
供
給
さ
れ
た
冷
た
く
湿

っ
た
大
気
と
な
っ
て
日
本

列
島
に
吹
き
込
ん
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
北
陸
か
ら
北
海
道
の
日

本
海
側
で
は
積
雪
が
数
メ
ー
ト
ル
に
も

達
す
る
ス
ノ
ー
ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
積

雪
地
城
と
な
り
ま
す
。
雪
雲
が
大
日
岳

に
ぶ
つ
か
り
上
昇
す
る
こ
と
で
さ
ら
に

温
度
が
下
が
り
、
運
ん
で
き
た
水
蒸
気

を
雪
と
し
て
山
稜
に
落
と
し
ま
す
。
豪

雪
は
人
間
の
制
御
す
る
能
力
と
判
断
す

る
能
力
を
超
え
た
自
然
の
猛
威
と
し
て

わ
れ
わ
れ
登
山
者
に
襲
い
か
か
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
人
間
は
長
い
間
、
自
然
を

壊
す
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
文
明
と
繁

栄
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
文
明

の
利
器
の
発
達
に
よ
っ
て
登
山
は
安
易

化
さ
れ
、
登
山
者
は
山
と
い
う
自
然
の

恐
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
自

然
や
山
の
観
察
力
の
欠
如
が
山
岳
遭
難

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
す
る

な
ら
ば
、
今
回
の
遭
難
事
故
は
大
き
な

教
訓
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
「
大
日
岳
事
件
研
究
会
」

で
行
な
わ
れ
た
多
様
な
調
査
・
研
究
や

検
討
の
成
果
は
今
後
の
研
修
会
の
み
な

ら
ず
、
登
山
者
の
大
き
な
財
産
と
し
て

今
後
に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

「
事
故
の
検
証
な
し
に
研
修
再
開
は
あ

り
得
な
い
」
　
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、

事
故
の
検
証
に
つ
い
て
は
事
故
調
査
委

員
会
や
裁
判
を
通
し
て
、
ま
た
日
本
山

岳
会
京
都
支
部
の
調
査
や
登
山
研
修
所

の
講
師
研
修
会
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
総
括
が
「
中
間
ま
と
め
」

に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
ま
す
。

登
山
は
自
然
の
猛
威
に
曝
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
登
山
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
も
、
事
故
の
た
び
に

そ
の
原
因
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
が
行

な
わ
れ
、
事
故
防
止
策
が
と
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完

備
さ
れ
て
も
登
山
者
の
安
全
を
保
障
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
を
予
知

す
る
能
力
と
予
測
さ
れ
る
危
険
に
ど
う

対
処
す
る
か
は
登
山
者
自
身
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。

登
山
に
お
い
て
危
険
を
回
避
し
、
遭

難
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
に
実
地
体
験
を
積
み
重
ね
る
以
外
に

あ
り
ま
せ
ん
。
研
修
会
で
学
ん
だ
リ
ー

ダ
ー
達
が
中
核
的
な
登
山
指
導
者
と
し

て
成
長
し
、
登
山
文
化
醸
成
の
担
い
手

と
し
て
山
岳
遭
難
事
故
の
防
止
に
貢
献

す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
長
く
途
切
れ

さ
す
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
登
山
界
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
と
考
え
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
若
い
登
山
者
2
人
の
た

め
に
も
、
講
師
や
研
修
生
の
保
障
の
拡

充
と
「
中
間
ま
と
め
」
に
則
っ
た
冬
山
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
の
再
開
を
望
む
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
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